
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小森江西校区社会福祉協議会 「小西 安心お助け隊委員会 小地域福祉活動 第一次計画 令和 3年度～令和 7年度」 

基本理念 

「小森江西校区の住民が、自ら互いに助け合い、 
安全で明るく安心して生活できる、まちづくりを進めよう」    

基
本
項
目Ⅱ

 

住民、関係機関・団体

のネットワークで、 

困りごとを話し合おう 
 
～話し合いのしくみの充実～ 

＊連絡調整会議の定期的な開催 
＊小地域福祉活動計画の推進 

基
本
項
目Ⅲ

 

一人ひとりの困りごと

を助け合おう 
 
～助け合いのしくみの充実～ 

＊「小西 安心お助け隊」【重】 
 
＊生活安全パトロール 
＊見守り・訪問活動 
＊花咲くまちかどづくり 
＊清掃活動 

＊校区ふれあいグランウンドゴルフ大会 
＊さつきウォーク 
＊パレットコンサート 
＊市民センター講座 
＊見守り・訪問活動、サロン活動 
＊夏休みラジオ体操 
＊矢筈山ハイキング 
＊文化祭 
＊まつり“小森江” 
＊羽山神社の祭事 
＊福祉餅つき大会等の年末年始の行事 

基
本
目
標Ⅰ

 

福祉の風土を広げ、 

地域の困りごとに 

気付く力を高めよう 
 

～見守りのしくみの充実～ 

小森江西校区社会福祉協議会 

〒800-0006 北九州市門司区矢筈町 5-42 

小森江西市民センター内 

TEL 093-372-6001  FAX  093-371-7894 

小森江西校区では、「住民が自ら助け合い、安全で明るく安心して生活で
きるまちづくりを進めよう」の基本理念のもと、地域福祉の課題解決に向
けた小地域福祉活動第一次計画を策定に取り組みました。高齢化や高齢者
の一人暮らし世帯の増加もあり、住民同士の助け合いによる生活支援活動
に取り組み、基本理念を実現していきたいと思っています。皆さんのご協
力をお願いします。 

小森江西校区社会福祉協議会  会長  森川 征彰 

 

1.小森江西校区の概要（住民基本台帳より） 
人  口 2,713人 

福 祉 協 力 員 数 29人 

 

14歳以下 218人 

15～64歳 1,343人 民 生 委 員 
・ 

児 童 委 員 数 
７人 

65歳以上 1,152人 

世 帯 数 1,495世帯 
 

高 齢 化 率 ４２.５％ 
 
 

2.地域の課題とこれからの方向性 

小森江西校区では平成６年よりふれあいネットワーク活動を展開してい

ます。しかし、高齢化率は４２.５％と北九州市の平均 36.8%より高く、一

人暮らし世帯も増えてきています。 

日常生活する上で、今までできていたことがしづらくなったり、制度で

は対応できないちょっとした困りごとを感じる世帯が増えていくことが予

測されるとともに、住民同士で助け合うしくみとして「小西 安心お助け

隊」を結成し、地域の抱える福祉の困りごとに対応していきます。 

 

小森江西校区の概要と課題とこれからの方向性 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このような活動を 
目指しています!! 

 有償の助け合いサービスの良いところ   「小西 安心お助け隊」の活動概要  

ちょっとした困りごとでも気軽に 

既存の制度やサービスでは対象外とされる、日常生

活のちょっとした困りごと等も利用者とサービスの担

い手の間で合意があれば実施する事が可能です。また、

既存のサービスより気軽に利用ができ、急な依頼等に

も対応することができるのも魅力のひとつです。 

お互い様の助け合い活動 

住民がサービスを受けることもあれば、サービスの担

い手になることもあります。自身が健康な時や、自分の

できる範囲のこと、また自分の得意とすることがあれば、

それを生かして活動することができます。 

これは、昔のご近所付き合いでよく見られた「お互い

様」の関係そのものです。 

住民による地域づくり活動 

地域で生活している住民の困りごとを解決する活動で

あることから、その活動は住民が位しやすい「地域づく

り」を行っている事になります。また、活動を通じて自

然と地域における人と人のつながりができます。 

「小西 安心お助け隊」の生活支援サービスは、日常生活

上の困りごとがある世帯に対して、その人らしく暮らし続け

る事ができる地域づくりを目的としています。 

サービスを利用する人も提供する人も同じ地域に住む住

民同士、“みんなで助け合っていこう”という趣旨で活動を進

めていきます。この活動を通じて、普段は気づきにくい、あ

るいは薄れてしまったかのように見える地域の力を掘り起

こし、暮らしと地域を拓いていくことにもつながります。 

この活動の特徴は、有償のサービスです。無償で継続的な

支援は、気がねや頼みにくさを感じることもありますが、有

償というかたちでお金を介在させることで、利用者と担い手

の間に適切な関係性を保つことができます。 

 

簡単な枝切や

除草剤の散布 

電球の取替 

ゴミ出しや

古紙出し 

家具の移動 

カーテンの

取り外し等 


